
440 島根県西部の豪雨の解析

々に併合して1時間に60mm以上の豪雨が持続した．

　（3）豪雨期間の前半は，メソβスケールのエコーセル

群が見掛け上豪雨域に停滞していた．この風上で次々に

新たなエコーセルが発生し豪雨域で併合していた．後半

は風上で発生したメソβスケールのニコーセル群が豪雨

域を通過していた．

　（4）豪雨域のdowndr諭に伴い顕著なoutHowが観

測された．豪雨域の南20～40kmに収束域があり，また

浜田の北東には大きな発散域があって，これらは豪雨期

間を通してほぼ定常的に存在した．

　（5）気温の前1時間差を調べると，豪雨にともない，

2～3。Cの気温下降が見られたが，中国山地にさえぎら

れて南下していない．
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日本気象学会1991年度春季大会の報告

　日本気象学会1991年度春季大会は，1991年5月22～24

日に気象庁で行われた．参加者数は過去最高の581名

で，うち一般会員が437名，学生会員が98名，会員外の

参加が46名であった．第2日の午後には，総会に続いて，

学会賞と藤原賞の授賞式と記念講演があり，「炭素循環

を考える」というテーマで大会シソポジウムが行われ

た．また，大会前日と最終日に4つの研究連絡会による

個別の研究会が4件開かれた．なお，大会参加費は2000

円（一般会員）に改定された．

　講演件数はやはり過去最高の285件で，うち第1種講

演が196，第2種講演が81，ポスターが8であった．第

2種講演として申し込まれた講演のうち，予稿の書き方

が第2種の要件を満たさないためブログラム編成時に第
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1種に変更されたものが30件あった．このような予稿チ

ェックは今後も行う予定である．

　大会は無事終了することができたが，改善を要する問

題も少なくない．特に，会場の混雑は年々ひどくなって

きており，この点には講演企画委員会としても問題意識

を持っている．大会そのものの性格づけや，研究発表の

あり方については，会員にアソケート（6月号参照）を

お願いし，会員のご意見を参考にしながらよりよい大会

のあり方を検討していきたい．

　今大会事務局として大会準備・運営にご尽力頂いた東

京大学の皆様には深く感謝致します．

　　　　　　　　　　　　　　　　　講演企画委員会

、天気”38．7．


